
学習指導案

日 時 平成 年 月 日 指 導 者

指導クラス 場 所

単 元 名 数と式 使用教材 学習ソフト 授業プリント

教 材 観 整式の加法・減法、展開、因数分解、指数法則、平方根を含む数の計算、分母の有理化、どれも高等学

校における数学の学習の基になるものであり、全ての生徒に確実に身につけさせたい知識・技能である。

ク ラ ス観

指 導 観 学力不足箇所(治療箇所)を見つけ(診断)、学力補充(治療)をする学習方法を治療学習と呼んでいる。こ

の授業で使用する自作の学習ソフト「まっくんの研修旅行2008 (数と式の巻) for Windows」は、この治療

学習の実現を目指して開発したものである。生徒たちは、一斉授業で「数と式」を一通り学習してきてい

る。２学期中間考査を目前にして、生徒一人ひとりの「数と式」の学力不足箇所を明らかにし、その学力

補充をさせたい。生徒一人ひとり違う学力不足箇所の補充と、生徒一人ひとり違うペースでの学習を可能

にするには、この学習ソフトを用いた授業(治療学習)が有効であると考える。

単元の目標 数の体系についての理解を深め、簡単な無理数の四則計算ができるようにする。式の展開及び因数分解

において、式を目的に応じて変形したり、見通しをもって式を扱ったりすることができるようにする。

本時の目標 学習ソフトによる数と式の問題練習に取り組み、自分の学力不足箇所 本時の位置 ２３／２３

を見つけ、それを補い、解けない問題を解けるようにする。

評価規準 整式の加法・減法、整式の実数倍、指数法則、整式の乗法、展開、因数分解、平方根を含む数の加法・

減法、平方根を含む数の乗法、分母の有理化に関する問題を解くことができる。【表現・処理】

数と式の問題練習に取り組み、解けない問題をできるようにしようとする。【関心・意欲・態度】

過程 指導上の留意点・観点別評価

時間 （→評価方法）
学習項目 学習活動

本時の学習の準備■

教師：本時の学習について説明をす ・授業プリントの準備

る。 ・授業プリントを配布する。

生徒：コンピュータの電源を入れ、

起動する。

教師：学習ソフトの起動方法を説明 ・指数表記について説明する。

する。 ・授業プリントの記入方法について

生徒：学習ソフトを起動する。 説明する。(問題文はそのまま転記

しなくても良いこと)

導入 ・授業プリントに記入してから、学

教師：学習の進め方と学習ソフトの 習ソフトの解答群を選択するよう

５分 使い方を説明する。 注意する。

生徒：［前の続きからやる］を選択 ・プリントに記入した間違った答え

る。 を赤でやり直すなど、消してしま

生徒：ユーザーコードを半角で入力 わないよう注意する。

する。 ・問題が解けないときの対処の仕方

ユーザーコードは次とする。 を説明する。（解説画面で学習、

(例) １番の生徒 → 1201 教師へ質問）

７番の生徒 → 1207 ・問題25で終了することを伝える。

２３番の生徒 → 1223

■ 教師：机間指導を行う。学習ソフトによる問題練習

生徒：次の３つの問題から、コンピ

① 整式の加法・減法 ュータがランダムに選んだ１ ・整式の基本的な性質を理解し、整

つを授業プリントに記入して 式の加法・減法ができる。

解き、解答群から選択する。 【表現・処理】

展開 分からないとき、間違ったと → 授業プリントの記載内容と

きは解説画面で学習する。 机間指導により評価する。

４０ 1. Ａ＝４ｘ ＋３ｘ－１，２

分 Ｂ＝ｘ －ｘ－２ のとき、 ・問題練習に取り組み、できないと２

Ａ＋Ｂ を計算せよ。 きは、解説画面で学習したり、教

2. Ａ＝－ｘ ＋５ｘ＋２， 師に質問したりしてできるように２

Ｂ＝ｘ －３ｘ＋２ のとき、 しようとする。２

Ａ－Ｂ を計算せよ。 【関心・意欲・態度】

3. Ａ＝ｘ ＋２ｘ－４， → 行動観察から評価する。２

Ｂ＝２ｘ －３ｘ＋６ のとき、２

Ａ－Ｂ を計算せよ。



② 整式の実数倍と加法・減法 教師：机間指導を行う。 ・整式の基本的な性質を理解し、整

生徒：次の３つの問題から、コンピ 式の実数倍と、加法・減法ができ

ュータがランダムに選んだ１ る。

つを授業プリントに記入して 【表現・処理】

解き、解答群から選択する。 → 授業プリントの記載内容と

分からないとき、間違ったと 机間指導により評価する。

きは解説画面で学習する。

1. Ａ＝４ｘ ＋２ｘ－５， ・問題練習に取り組み、できないと２

Ｂ＝－３ｘ －ｘ＋１ のとき、 きは、解説画面で学習したり、教２

－２Ａ＋Ｂ を計算せよ。 師に質問したりしてできるように

2. Ａ＝４ｘ －ｘ＋３， しようとする。２

Ｂ＝－ｘ ＋３ｘ－２ のとき、 【関心・意欲・態度】２

２Ａ－５Ｂ を計算せよ。 → 行動観察から評価する。

3. Ａ＝３ａ ＋ａｂ－２ｂ ，２ ２

Ｂ＝ａ ＋２ａｂ－３ ｂ の２ ２

とき、Ａ＋３Ｂ を計算せよ。

③ 指数法則 ａ ×ａ ＝ ａ 教師：机間指導を行う。 ・指数法則 ａ ×ａ ＝ ａ を用ｍ ｎ ｍ＋ｎ ｍ ｎ ｍ＋ｎ

生徒：次の３つの問題から、コンピ いて計算ができる。

ュータがランダムに選んだ１ 【表現・処理】

つを授業プリントに記入して → 授業プリントの記載内容と

解き、解答群から選択する。 机間指導により評価する。

分からないとき、間違ったと

きは解説画面で学習する。 ・問題練習に取り組み、できないと

1. ａ ×ａ ＝ａ を満たすｙを きは、解説画面で学習したり、教１０ ２３ ｙ

求めよ。 師に質問したりしてできるように

2. ａ ×ａ ＝ａ を満たすｙを しようとする。８ ５ ｙ

求めよ。 【関心・意欲・態度】

3. ａ ×ａ ＝ａ を満たすｙを → 行動観察から評価する。ｙ １０ ３０

展開 求めよ。

４０

分 ④ 指数法則 (ａ ) ＝ ａ 教師：机間指導を行う。 ・指数法則 (ａ ) ＝ ａ を用いｍ ｎ ｍｎ ｍ ｎ ｍｎ

生徒：次の３つの問題から、コンピ て計算ができる。

ュータがランダムに選んだ１ 【表現・処理】

つを授業プリントに記入して → 授業プリントの記載内容と

解き、解答群から選択する。 机間指導により評価する。

分からないとき、間違ったと

きは解説画面で学習する。 ・問題練習に取り組み、できないと

1. (ａ ) ＝ａ を満たすｙを きは、解説画面で学習したり、教１０ ３ ｙ

求めよ。 師に質問したりしてできるように

2. (ａ ) ＝ａ を満たすｙを しようとする。５ ３ ｙ

求めよ。 【関心・意欲・態度】

3. (ａ ) ＝ａ を満たすｙを → 行動観察から評価する。２０ ２ ｙ

求めよ。

⑤ 指数法則 (ａｂ) ＝ ａ ｂ 教師：机間指導を行う。 ・指数法則 (ａｂ) ＝ ａ ｂ を用ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ

生徒：次の３つの問題から、コンピ いて計算ができる。

ュータがランダムに選んだ１ 【表現・処理】

つを授業プリントに記入して → 授業プリントの記載内容と

解き、解答群から選択する。 机間指導により評価する。

分からないとき、間違ったと

きは解説画面で学習する。 ・問題練習に取り組み、できないと

1. (ａｂ) ＝ａ ｂ を満たす きは、解説画面で学習したり、教７ ｘ ｙ

ｘとｙを求めよ。 師に質問したりしてできるように

2. (ａｂ) ＝ａ ｂ を満たす しようとする。９ ｘ ｙ

ｘとｙを求めよ。 【関心・意欲・態度】

3. (ａｂ) ＝ａ ｂ を満たす → 行動観察から評価する。８ ｘ ｙ

ｘとｙを求めよ。



⑥ 指数法則 教師：机間指導を行う。 ・(単項式)×(単項式)の計算におい

生徒：次の３つの問題から、コンピ て、指数法則を用いて計算ができ

ュータがランダムに選んだ１ る。

つを授業プリントに記入して 【表現・処理】

解き、解答群から選択する。 → 授業プリントの記載内容と

分からないとき、間違ったと 机間指導により評価する。

きは解説画面で学習する。

1. (３ａｂ)(－２ａ ｂ) ・問題練習に取り組み、できないと３ ２

＝ Ａａ ｂ を満たす きは、解説画面で学習したり、教ｘ ｙ

Ａとｘを求めよ。 師に質問したりしてできるように

2. (２ａｂ) (３ａ ｂ) しようとする。３ ２ ２

＝ Ａａ ｂ を満たす 【関心・意欲・態度】ｘ ｙ

Ａとｘを求めよ。 → 行動観察から評価する。
２ ２ ２3. (２ａ ｂ)(２ａｂ )

＝ Ａａ ｂ を満たすｘ ｙ

Ａとｘを求めよ。

⑦ 単項式と多項式の乗法 教師：机間指導を行う。 ・(単項式)×(多項式)の計算におい

生徒：次の３つの問題から、コンピ て、分配法則を用いて展開するこ

ュータがランダムに選んだ１ とができる。

つを授業プリントに記入して 【表現・処理】

解き、解答群から選択する。 → 授業プリントの記載内容と

分からないとき、間違ったと 机間指導により評価する。

きは解説画面で学習する。

1. 次の積を展開せよ。 ・問題練習に取り組み、できないと

(ａ ＋ａｂ－２ｂ )(－３ａ) きは、解説画面で学習したり、教２ ２

2. 次の積を展開せよ。 師に質問したりしてできるように

－３ｘ(２ｘ ＋５ｘ－３) しようとする。２

3. 次の積を展開せよ。 【関心・意欲・態度】

－４ａ(２ａ －５ａ＋１) → 行動観察から評価する。２

展開

⑧ 乗法公式による展開 教師：机間指導を行う。 ・乗法公式

４０ (ａ＋ｂ)(ａ－ｂ)＝ａ －ｂ 生徒：次の３つの問題から、コンピ (ａ＋ｂ)(ａ－ｂ)＝ａ －ｂ を２ ２ ２ ２

分 ュータがランダムに選んだ１ 用いて展開することができる。

つを授業プリントに記入して 【表現・処理】

解き、解答群から選択する。 → 授業プリントの記載内容と

分からないとき、間違ったと 机間指導により評価する。

きは解説画面で学習する。

1. 次の積を展開せよ。 ・問題練習に取り組み、できないと

(２ｘ＋１)(２ｘ－１) きは、解説画面で学習したり、教

2. 次の積を展開せよ。 師に質問したりしてできるように

(３ｘ＋２)(３ｘ－２) しようとする。

3. 次の積を展開せよ。 【関心・意欲・態度】

(ａ＋２ｂ)(ａ－２ｂ) → 行動観察から評価する。

⑨ 乗法公式による展開 教師：机間指導を行う。 ・乗法公式

(ａ±ｂ) ＝ａ ±２ａｂ＋ｂ 生徒：次の３つの問題から、コンピ (ａ±ｂ) ＝ａ ±２ａｂ＋ｂ を２ ２ ２ ２ ２ ２

ュータがランダムに選んだ１ 用いて展開することができる。

つを授業プリントに記入して 【表現・処理】

解き、解答群から選択する。 → 授業プリントの記載内容と

分からないとき、間違ったと 机間指導により評価する。

きは解説画面で学習する。

1. 次の積を展開せよ。 ・問題練習に取り組み、できないと

(５ｘ＋２) きは、解説画面で学習したり、教２

2. 次の積を展開せよ。 師に質問したりしてできるように

(３ｘ－４) しようとする。２

3. 次の積を展開せよ。 【関心・意欲・態度】

(２ａ＋ｂ) → 行動観察から評価する。２



⑩ 乗法公式による展開 教師：机間指導を行う。 ・乗法公式

(ｘ＋ａ)(ｘ＋ｂ) 生徒：次の３つの問題から、コンピ (ｘ＋ａ)(ｘ＋ｂ)

＝ ｘ ＋(ａ＋ｂ)ｘ＋ａｂ ュータがランダムに選んだ１ ＝ ｘ ＋(ａ＋ｂ)ｘ＋ａｂ を２ ２

つを授業プリントに記入して 用いて展開することができる。

解き、解答群から選択する。 【表現・処理】

分からないとき、間違ったと → 授業プリントの記載内容と

きは解説画面で学習する。 机間指導により評価する。

1. 次の積を展開せよ。

(ｘ＋２)(ｘ＋５) ・問題練習に取り組み、できないと

2. 次の積を展開せよ。 きは、解説画面で学習したり、教

(ｘ＋５)(ｘ－３) 師に質問したりしてできるように

3. 次の積を展開せよ。 しようとする。

(ｘ－３)(ｘ－７) 【関心・意欲・態度】

→ 行動観察から評価する。

⑪ 乗法公式による展開 教師：机間指導を行う。 ・乗法公式

(ａｘ＋ｂ)(ｃｘ＋ｄ) 生徒：次の３つの問題から、コンピ (ａｘ＋ｂ)(ｃｘ＋ｄ)

＝ａｃｘ ＋(ａｄ＋ｂｃ)ｘ＋ｂｄ ュータがランダムに選んだ１ ＝ａｃｘ ＋(ａｄ＋ｂｃ)ｘ＋ｂｄ２ ２

つを授業プリントに記入して を用いて展開することができる。

解き、解答群から選択する。 【表現・処理】

分からないとき、間違ったと → 授業プリントの記載内容と

きは解説画面で学習する。 机間指導により評価する。

1. 次の積を展開せよ。

(２ｘ＋１)(３ｘ＋１) ・問題練習に取り組み、できないと

2. 次の積を展開せよ。 きは、解説画面で学習したり、教

(３ｘ－１)(ｘ＋２) 師に質問したりしてできるように

3. 次の積を展開せよ。 しようとする。

(２ｘ－１)(ｘ－３) 【関心・意欲・態度】

展開 → 行動観察から評価する。

４０

分 ⑫ 乗法公式による展開 教師：机間指導を行う。 ・乗法公式
３ ３(ａ±ｂ) 生徒：次の３つの問題から、コンピ (ａ±ｂ)

３ ２ ２ ３ ３ ２ ２ ３＝ａ ±３ａ ｂ＋３ａｂ ±ｂ ュータがランダムに選んだ１ ＝ａ ±３ａ ｂ＋３ａｂ ±ｂ

つを授業プリントに記入して を用いて展開することができる。

解き、解答群から選択する。 【表現・処理】

分からないとき、間違ったと → 授業プリントの記載内容と

きは解説画面で学習する。 机間指導により評価する。

1. 次の積を展開せよ。

(２ｘ＋１) ・問題練習に取り組み、できないと３

2. 次の積を展開せよ。 きは、解説画面で学習したり、教

(ｘ－３) 師に質問したりしてできるように３

3. 次の積を展開せよ。 しようとする。

(３ｘ－２) 【関心・意欲・態度】３

→ 行動観察から評価する。

⑬ 乗法公式を活用した展開 教師：机間指導を行う。 ・式の一部を一つの文字に置き換え

生徒：次の３つの問題から、コンピ ることによって、展開することが

ュータがランダムに選んだ１ できる。

つを授業プリントに記入して 【表現・処理】

解き、解答群から選択する。 → 授業プリントの記載内容と

分からないとき、間違ったと 机間指導により評価する。

きは解説画面で学習する。

1. 次の積を展開せよ。 ・問題練習に取り組み、できないと

(ｘ＋ｙ＋ｚ) きは、解説画面で学習したり、教２

2. 次の積を展開せよ。 師に質問したりしてできるように

(ｘ－ｙ－ｚ) しようとする。２

3. 次の積を展開せよ。 【関心・意欲・態度】

(ｘ＋ｙ＋１)(ｘ＋ｙ－１) → 行動観察から評価する。



⑭ 共通因数を取り出す因数分解 教師：机間指導を行う。 ・共通因数を見出して、括弧の外に

生徒：次の３つの問題から、コンピ 出すことにより因数分解すること

ュータがランダムに選んだ１ ができる。

つを授業プリントに記入して 【表現・処理】

解き、解答群から選択する。 → 授業プリントの記載内容と

分からないとき、間違ったと 机間指導により評価する。

きは解説画面で学習する。

1. 次の整式を因数分解せよ。 ・問題練習に取り組み、できないと

６ａ ｂ＋４ａｂ きは、解説画面で学習したり、教２ ２

2. 次の整式を因数分解せよ。 師に質問したりしてできるように

２ｘ ＋４ｘｙ しようとする。２

3. 次の整式を因数分解せよ。 【関心・意欲・態度】

８ａ ｂ－６ａｂ → 行動観察から評価する。２ ２

⑮ 公式による因数分解 教師：机間指導を行う。 ・因数分解の公式

ａ －ｂ ＝ (ａ＋ｂ)(ａ－ｂ) 生徒：次の３つの問題から、コンピ ａ －ｂ ＝ (ａ＋ｂ)(ａ－ｂ)２ ２ ２ ２

ュータがランダムに選んだ１ を用いて因数分解することができ

つを授業プリントに記入して る。

解き、解答群から選択する。 【表現・処理】

分からないとき、間違ったと → 授業プリントの記載内容と

きは解説画面で学習する。 机間指導により評価する。

1. 次の整式を因数分解せよ。

ｘ －９ ・問題練習に取り組み、できないと２

2. 次の整式を因数分解せよ。 きは、解説画面で学習したり、教

４ｘ －１ 師に質問したりしてできるように２

3. 次の整式を因数分解せよ。 しようとする。

２５ａ －１６ 【関心・意欲・態度】２

→ 行動観察から評価する。

展開

⑯ 公式による因数分解 教師：机間指導を行う。 ・因数分解の公式
２ ２ ２ ２４０ ａ ±２ａｂ＋ｂ 生徒：次の３つの問題から、コンピ ａ ±２ａｂ＋ｂ

２ ２分 ＝ (ａ±ｂ) ュータがランダムに選んだ１ ＝ (ａ±ｂ)

つを授業プリントに記入して を用いて因数分解することができ

解き、解答群から選択する。 る。

分からないとき、間違ったと 【表現・処理】

きは解説画面で学習する。 → 授業プリントの記載内容と

1. 次の整式を因数分解せよ。 机間指導により評価する。

４ｘ ＋４ｘ＋１２

2. 次の整式を因数分解せよ。 ・問題練習に取り組み、できないと

９ａ ＋１２ａ＋４ きは、解説画面で学習したり、教２

3. 次の整式を因数分解せよ。 師に質問したりしてできるように

４ａ －２０ａ＋２５ しようとする。２

【関心・意欲・態度】

→ 行動観察から評価する。

⑰ 公式による因数分解 教師：机間指導を行う。 ・因数分解の公式

ｘ ＋(ａ＋ｂ)ｘ＋ａｂ 生徒：次の３つの問題から、コンピ ｘ ＋(ａ＋ｂ)ｘ＋ａｂ２ ２

＝ (ｘ＋ａ)(ｘ＋ｂ) ュータがランダムに選んだ１ ＝ (ｘ＋ａ)(ｘ＋ｂ)

つを授業プリントに記入して を用いて因数分解することができ

解き、解答群から選択する。 る。

分からないとき、間違ったと 【表現・処理】

きは解説画面で学習する。 → 授業プリントの記載内容と

1. 次の整式を因数分解せよ。 机間指導により評価する。

ｘ ＋ｘ－６２

2. 次の整式を因数分解せよ。 ・問題練習に取り組み、できないと

ｘ －５ｘ＋６ きは、解説画面で学習したり、教２

3. 次の整式を因数分解せよ。 師に質問したりしてできるように

ｘ －２ｘ－４８ しようとする。２

【関心・意欲・態度】

→ 行動観察から評価する。



⑱ たすきがけによる因数分解 教師：机間指導を行う。 ・たすきがけを用いて、因数分解す

生徒：次の３つの問題から、コンピ ることができる。

ュータがランダムに選んだ１ 【表現・処理】

つを授業プリントに記入して → 授業プリントの記載内容と

解き、解答群から選択する。 机間指導により評価する。

分からないとき、間違ったと

きは解説画面で学習する。 ・問題練習に取り組み、できないと

1. 次の整式を因数分解せよ。 きは、解説画面で学習したり、教

３ｘ ＋ｘ－２ 師に質問したりしてできるように２

2. 次の整式を因数分解せよ。 しようとする。

５ｘ ＋１３ｘ＋６ 【関心・意欲・態度】２

3. 次の整式を因数分解せよ。 → 行動観察から評価する。

５ｘ －９ｘ－２２

⑲ 公式による因数分解 教師：机間指導を行う。 ・因数分解の公式
３ ３ ３ ３ａ ±ｂ 生徒：次の３つの問題から、コンピ ａ ±ｂ

＝ (ａ±ｂ)(ａ ａｂ＋ｂ ) ュータがランダムに選んだ１ ＝ (ａ±ｂ)(ａ ａｂ＋ｂ )２ ２ ２ ２

つを授業プリントに記入して を用いて因数分解することができ

解き、解答群から選択する。 る。

分からないとき、間違ったと 【表現・処理】

きは解説画面で学習する。 → 授業プリントの記載内容と

1. 次の整式を因数分解せよ。 机間指導により評価する。
３ ３ｘ ＋８ｙ

2. 次の整式を因数分解せよ。 ・問題練習に取り組み、できないと

２７ｘ －８ きは、解説画面で学習したり、教３

3. 次の整式を因数分解せよ。 師に質問したりしてできるように

６４ｘ －ｙ しようとする。３ ３

【関心・意欲・態度】

展開 → 行動観察から評価する。

４０

分 ⑳ 置き換えによる因数分解 教師：机間指導を行う。 ・共通する式を見出して一つの文字

生徒：次の３つの問題から、コンピ に置き換えることにより因数分解

ュータがランダムに選んだ１ することができる。

つを授業プリントに記入して 【表現・処理】

解き、解答群から選択する。 → 授業プリントの記載内容と

分からないとき、間違ったと 机間指導により評価する。

きは解説画面で学習する。

1. 次の整式を因数分解せよ。 ・問題練習に取り組み、できないと

(ｘ－ｙ) －６(ｘ－ｙ)＋９ きは、解説画面で学習したり、教３

2. 次の整式を因数分解せよ。 師に質問したりしてできるように

(２ｘ＋ｙ) －９ しようとする。２

3. 次の整式を因数分解せよ。 【関心・意欲・態度】

(ｘ－ｙ) －４ｚ → 行動観察から評価する。２ ２

○ １つの文字に注目する因数分解 教師：机間指導を行う。 ・２つ以上の文字を含む整式を、１21

生徒：次の３つの問題から、コンピ つの文字に着目することにより因

ュータがランダムに選んだ１ 数分解することができる。

つを授業プリントに記入して 【表現・処理】

解き、解答群から選択する。 → 授業プリントの記載内容と

分からないとき、間違ったと 机間指導により評価する。

きは解説画面で学習する。

1. 次の整式を因数分解せよ。 ・問題練習に取り組み、できないと

ｘｙ＋２ｘ＋ｙ＋２ きは、解説画面で学習したり、教

2. 次の整式を因数分解せよ。 師に質問したりしてできるように

ｘｙ－ｙｚ＋ｘ－ｚ しようとする。

3. 次の整式を因数分解せよ。 【関心・意欲・態度】

ｘｙ－３ｘ＋２ｙ－６ → 行動観察から評価する。



○ 平方根の加法・減法 教師：机間指導を行う。 ・平方根の基本的な性質を理解し、22

生徒：次の３つの問題から、コンピ 平方根を含む数の加法・減法がで

ュータがランダムに選んだ１ きる。

つを授業プリントに記入して 【表現・処理】

解き、解答群から選択する。 → 授業プリントの記載内容と

分からないとき、間違ったと 机間指導により評価する。

きは解説画面で学習する。

1. 次の計算をせよ。 ・問題練習に取り組み、できないと

きは、解説画面で学習したり、教

2. 次の計算をせよ。 師に質問したりしてできるように

しようとする。

3. 次の計算をせよ。 【関心・意欲・態度】

→ 行動観察から評価する。

○ 平方根の乗法 教師：机間指導を行う。 ・平方根の基本的な性質を理解し、23

生徒：次の３つの問題から、コンピ 平方根を含む数の乗法ができる。

ュータがランダムに選んだ１ 【表現・処理】

つを授業プリントに記入して → 授業プリントの記載内容と

解き、解答群から選択する。 机間指導により評価する。

分からないとき、間違ったと

きは解説画面で学習する。 ・問題練習に取り組み、できないと

1. 次の計算をせよ。 きは、解説画面で学習したり、教

師に質問したりしてできるように

2. 次の計算をせよ。 しようとする。

【関心・意欲・態度】

3. 次の計算をせよ。 → 行動観察から評価する。

○ 教師：机間指導を行う。 ・ 分母24

展開 分母の有理化 生徒：次の３つの問題から、コンピ の有理化ができる。

ュータがランダムに選んだ１ 【表現・処理】

４０ つを授業プリントに記入して → 授業プリントの記載内容と

分 解き、解答群から選択する。 机間指導により評価する。

分からないとき、間違ったと

きは解説画面で学習する。 ・問題練習に取り組み、できないと

1. 次の分母を有理化せよ。 きは、解説画面で学習したり、教

師に質問したりしてできるように

しようとする。

2. 次の分母を有理化せよ。 【関心・意欲・態度】

→ 行動観察から評価する。

3. 次の分母を有理化せよ。

○ 教師：机間指導を行う。 ・25

分母の有理化 生徒：次の３つの問題から、コンピ 分母の有理化ができる。

ュータがランダムに選んだ１ 【表現・処理】

つを授業プリントに記入して → 授業プリントの記載内容と

解き、解答群から選択する。 机間指導により評価する。

分からないとき、間違ったと

きは解説画面で学習する。 ・問題練習に取り組み、できないと

1. 次の分母を有理化せよ。 きは、解説画面で学習したり、教

師に質問したりしてできるように

しようとする。

2. 次の分母を有理化せよ 【関心・意欲・態度】

→ 行動観察から評価する。

3. 次の分母を有理化せよ。

２－ １８ ＋ ３２

１２ － ４８ ＋ ２７

２０ － １８ － ５ － ２

( ２ ＋ ５ )(３ ２ － ５ )

( ３ ＋３ )( ３ －１)

( ３＋ ２ )(５－ ６ )

３ ２

２

３ ２

２ ３

４ ５

７ ２

５－２

１

５－ ２

３

５＋ ３

６

分母がａ ｂ である数の

分母が ａ ＋ ｂ である数の

分母がａ ｂ である数の

分母が ａ ＋ ｂ である数の



■ 学習履歴の記入と提出

教師：学習履歴の記入について説明

をする。

生徒：画面に表示された学習履歴を ・画面に表示された学習の履歴を見

ま 授業プリントに転記し提出す て、本時の学習を振り返り、授業

と る。 プリントへ正確に転記する。

め 【関心・意欲・態度】

教師：次回の授業ついての連絡をす → 授業プリントの記載内容から

５ る。 評価する。

分 生徒：学習ソフトを終了し、コンピ

ュータの電源を切る。

【ご高評】


